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Ｍ＆Ａ：帝人との統合見送りと今後の展開

１．帝人との事業統合見送り
１）経緯
　　２００３年１月２３日：基本合意書締結
　　　基本合意内容：帝人医薬医療グループの分社化　杏林製薬への事業統合　
　　　　　　　　　　杏林製薬の連結子会社化
　　２００３年４月２３日：事業統合見送り合意
２）理由
　　統合比率の不一致
　　＊現株価と将来性に関して企業価値を評価したが両社間の隔たりが
　　　大きかった。

２．今後の展開
●今後も企業規模拡大（クリティカルマスの確保）のためにＭ＆Ａを積極的に検討

　　　　　　ＦＣ：呼吸器内科、耳鼻科、泌尿器科

　　　　　　ＦＰ：感染症、免疫・アレルギー、代謝性疾患　

●成長の加速化を図る（アライアンス戦略強化）

１

●得意領域 を強化できる組合せ



　売上面では､輸出がＢＭＳ社のガチフロキサシン過剰在庫問題などにより、昨年実績をマイナスし
ましたが、国内売上は新薬であるキプレスとガチフロの実績寄与により伸長し、連結売上高６８６億
円（前年比10.0%増）と４年連続で過去最高を更新しました。利益面では、連結経常利益１２８億円
（2年連続過去最高額更新:前年比4.9%増）､当期純利益４１億円（前年比0.1％増）となりました｡
　単体では､売上高６７２億円（前年比10.1%増）､経常利益１２２億円（前年比3.6%増）､当期純利益３６
億円（前年比4.0%減）となりました。
　来期は、ガチフロ売上やロイヤリティ収入の減少が見込まれるものの、キプレス、ムコダインなどの
国内医薬品売上の増加により、連結売上高６８６億円（前年比0%）、連結経常利益１１３億円（前年比
▲11.8%減）、連結当期純利益６３億円（前年比52.9%増）を見込んでいます。

　　売上面では､輸出がＢＭＳ社のガチフロキサシン過剰在庫問題などにより、昨年実績をマイナスし
ましたが、国内売上は新薬であるキプレスとガチフロの実績寄与により伸長し、連結売上高６８６億
円（前年比10.0%増）と４年連続で過去最高を更新しました。利益面では、連結経常利益１２８億円
（2年連続過去最高額更新:前年比4.9%増）､当期純利益４１億円（前年比0.1％増）となりました｡
　単体では､売上高６７２億円（前年比10.1%増）､経常利益１２２億円（前年比3.6%増）､当期純利益３６
億円（前年比4.0%減）となりました。
　来期は、ガチフロ売上やロイヤリティ収入の減少が見込まれるものの、キプレス、ムコダインなどの
国内医薬品売上の増加により、連結売上高６８６億円（前年比0%）、連結経常利益１１３億円（前年比
▲11.8%減）、連結当期純利益６３億円（前年比52.9%増）を見込んでいます。
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２００３年３月期　業績の状況（単体）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円
＜当期のポイント＞

■　売　上　高 ６７,２９３百万円　（＋６１億円）

　●国内医療用　５４,６５６百万円　（＋９０億円）
　＝プラス要因＝
　　　　　　　　　　　　　前期実績　　当期実績
　新　薬：・ガチフロ上市　　　０　　→　　４７（＋４７）
　　　　　　＊杏林売上のみ　
　　　　　・キプレス続伸　　３１　　→　　６４（＋３３）
　　　　　・その他　　　　　３２　　→　　６５（＋３３）
　[その他のプラス要因]
　　　　　・大日本製薬向けガチフロ売上及び契約一時金収入
　　　　　・エーザイとの契約一時金収入など
　＝マイナス要因＝

　＊薬価改定に伴う仕切価の低下（薬価改定率８.２％）
　主要既存品計　　　　　　３９３　　→　３７０（▲１７）
　　　　　・アプレース　　　４３　　→　　３４（▲　９）
　　　　　・ロカルトロール　３８　　→　　３０（▲　８）

　●海外医療用　　９,０２４百万円　（▲３１億円）
　＝マイナス要因＝
　　　　　・ガチフロ　　　　９８　　→　　５１（▲４７）
　　　　　＊ＢＭＳ社の過剰在庫により輸出大幅減
　＝プラス要因＝
　　　　　　・メルク、アラガンからの契約一時金収入

　●その他　　　　３,６１２百万円　（＋２億円）
　　　　　・ミルトン 　　 　２９　　 → 　３０（＋　１）
■　営業利益　　１２,３６４百万円　（＋５億円）
　　営業利益率は１８.３％と１.１ポイント低下
　　・原 価 率･･･前年比±０ （30.1％→30.1％）
　　・販管費率･･･前年比1.1ポイント上昇（50.5％→51.6％）
　＊販管費約３８億円増：研究開発費、販売費等の増加

■　当期利益 　　 ３,６３３百万円　（▲１億円）
　　・投資有価証券評価損等（約１３億円）
　　・退職給付債務の償却（約３１億円）※３年償却最終年

■　配当　１７円５０銭
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２００４年３月期　業績の見込み（単体）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円
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＜当期のポイント＞
■　売　上　高 ６７,３００百万円　（±０億円）

　●国内医療用　５５,３００百万円　（＋６億円）
　＝プラス要因＝
　　　　　　　　　　前期実績　　当期実績
　　・ムコダイン　　１７１　　→　１８５（＋１４)　
　　・キプレス　　　　６４　　→　　９４（＋３０）
　　・ペンタサ　　　　５３　　→　　６６（＋１３）
　＝マイナス要因＝
　　・ガチフロ　　　　４７　　→　　３０（▲１７)
　　・その他　　　　　６５　　→　　４０（▲２５）
　　　　＊大日本製薬向けガチフロの減少など

　●海外医療用　　７,８００百万円　（▲１２億円）
　＝プラス要因＝
　　・ガチフロ　　　　５１　　→　　６５（＋１４）
　＝マイナス要因＝
　　・契約一時金収入の減少（メルク、アラガンなど）

　●その他　　　　４,２００百万円　（＋５億円）
　　・ミルトン 　　 　３０　　 → 　３１（＋　１）
　　・ＯＴＣ製品の拡充と売上寄与
　＊トークール（０３年1月）
　　クールワン去痰ソフトカプセル(０３年４月)

■　営業利益　　１１,０００百万円　（▲１３億円）

　　営業利益率は１６.３％と２.０ポイント低下
　　・原 価 率･･･前年比上昇を見込む
　＊契約一時金収入の減少、ガチフロ売上の減少
　　・販管費率･･･前年並みを見込む
　＊ 研究開発費の増加(７０→８７億円)を見込むが販売費等
　　の低減を図る

■　当期利益 　　 ５,９００百万円　（＋２２億円）
　　・退職給付債務の償却（９５億円：３年間）が、前年度で
　　　終了

■　配当　１５円００銭の予定

新発売
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ＢＭＳはシェリング・プラウ
とのコ・プロモーションを
２００２年９月に解消

上市　 　 上市　　　ＰｈⅡ／Ⅲ　　　　　　　　　　 導出検討中
　（１９９９年１２月）　　　（現在ＰｈⅢ）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

米国
　

ＢＭＳ社

その他上市国：チリ　
欧州

グリュネンタール社

錠剤は大日本製薬と
併売
（１ブランド２チャネル）

　　上市　　　　ＰｈⅠ　　　上市後　　　　　　　　　　　　　　準備中
( ２００２年６月）　　　　　　　　　　着手予定　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本
　

杏林製薬

提携　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　上　市　予　定

　錠剤　　　 注射　　　小児適応　　　点眼　　　　点耳

地域
（販売企業）

千寿製薬

＊０２年末

申請中

アラガン社

＊０３年４月

上市

　＜発売国・地域＞
　メキシコ、プエルトリコ、米国、ブラジル、アルゼンチン、タイ、シンガポール、オーストラリア、フィリピン、南アフリカ、カナダ、
　インドネシア、グァム、チリ、ドイツ、ベトナム、マレーシア、ニュージーランド、エジプト、日本、韓国　　　　　　　　　計：２１ヶ国

主要製品の状況　ガチフロキサシンの全体像

ドイツ上市
０１年１１月

ＰｈⅡ／Ⅲ

５



ガチフロ海外の状況：①米国ＢＭＳ社２００３年見込みガチフロ海外の状況：ガチフロ海外の状況：①米国ＢＭＳ社２００３年見込み

＜２００３年見込み　＄２２０ＭＭの想定根拠＞
　１）ＢＭＳ社の販売予測（詳細は未公表）

　２）ＩＭＳデータ及びＢＭＳ社との協議内容をもとにした杏林製薬の予測

　・０２年売上推移を見ると１～７月は前年比プラスで推移するものの８月以降マイナスとなり１０月より約３０％減

　　①ＳＰとのコ・プロ解消による影響度（９月より販売の人数は２５００名から約１５００名へ）

　　②糖代謝異常による影響は５月以降限定的なものと推測（２００２年５月１３日 添付文書改定）

　　③ＩＭＳではカバー出来ないＨＰ層では処方拡大

０２年９月以降３０％減

０３年は横バイと予想

備考

２５３２７０１８９ＩＭＳデータ　

２２０
－
１８４

３２０
２５０

１３１
１３１

ＢＭＳ社売上
（下段修正）

２００３年
見込み

２００２年
実績

２００１年
実績

２０００年
実績

単位：＄ＭＭ

＊今期の見込みとして昨年度の上期分（＄１５０ＭＭ：ＩＭＳベース）の３０％減の影響を考慮、下期は既に減

少した実績（＄１０３ＭＭ）であるため通期では、＄２２０ＭＭと予測した

2000年
実績

ＢＭＳ社売上
修正後（＄ＭＭ）

杏林売上
　（億円）

１３１ ２５０

2001年
実績

2002年
実績

１８４

５５ ９８ ５１

テクイン実需

＄２２０ＭＭ

過剰在庫

０

2002年末 2003年
見込み

＄２２０MM

６５（アラガン点眼含む）

１．ＢＭＳ社及び 杏林 売上高見込み

６



Ⅰ．米国におけるガチフロキサシン点眼液の開発状況
＝開発の経緯＝
２０００年８月：米国アラガン社とガチフロキサシン点眼液のライセンス契約締結

２００２年５月：ＦＤＡに申請

２００３年３月：承認

２００３年４月：上市

Ⅱ．米国における抗菌点眼液の市場動向
オフロキサシン（アラガン）－９０億円

シプロキサシン（アルコン）－１００億　

クイクシン（参天）

アミノグリコシド系薬剤

・世界屈指の点眼剤メーカー であるアラガンの販売力に期待

・オフロキサシンの特許切れ （０３年９月）

全世界の抗菌点眼剤市場

２００２年度

出典：杏林製薬

●米国点眼剤市場：＄２５０ＭＭ～＄３００ＭＭ

●初年度売上：＄１０ＭＭ以上を期待

●ピーク時現地売上：米国抗菌点眼市場のシェア２０％以上

Ⅲ．ガチフロ抗菌点眼液の見込み

ガチフロ海外の状況：②アラガン社点眼液ガチフロ海外の状況：ガチフロ海外の状況：②アラガン社点眼液

７
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３００～
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１００億円



ガチフロ海外の中期的状況：ＭＩＣ‐０５計画の修正ガチフロ海外の中期的状況：ガチフロ海外の中期的状況：ＭＩＣ‐０５計画の修正

◆ＭＩＣ‐０５計画立案時のガチフロキサシン売上目標と修正後の目標

　－２００５年度　海外現地売上高
　・現時点での目標はＭＩＣ‐０５計画立案時（海外現地売上約６００億円）の約50％減と予想

　・プラス要因はアラガン社に導出した点眼液が売上に寄与

　

９０～１００億円１５０億円当社の輸出売上目標

＄５０～６０ＭＭ目標に含まずプラス要因
＊アラガン社点眼液

約３００億円
＄２２０～２３０ＭＭ

約６００億円
約＄５００ＭＭ

海外売上
＊現地売ベース

現状での目標
（修正）

当初の目標
（ＭＩＣ‐０５立案時）

８

２００５年度目標

約５０億円の未達を見込む



ガチフロ国内の中期的状況：①経緯と今後の対応ガチフロ国内の中期的状況：①経緯と今後の対応ガチフロ国内の中期的状況：①経緯と今後の対応

今後の対応
•　重大な事故につながらないよう適切な情報提供を実施する　
•　２００３年４月より新たな市場を設定しリ・スタートする
•　市場の再構築を行いガチフロの最大化を図る

●前臨床試験では糖代謝異常の副作用はなかった前臨床試験

治験

海外発売

国内発売

●数千例の国内外治験時には糖代謝異常の副作用は１例も報告されなかった

●米国の上市後市販後調査（１００万症例）において糖代謝異常の報告が

　数十例あり、２００２年５月に米国の添付文書が改訂された（ＷＡＲＮＩＮＧ）

●国内市販直後調査（４２０万症例）において糖代謝異常の副作用報告が

　８９例あり、２００３年３月に国内添付文書が改訂された（糖尿病；禁忌）

　市販直後調査により当副作用を検出できた（有用な調査だったと考える）

２００３年３月７日：緊急安全性情報配布指示（厚生労働省より）

　【指示内容】・糖尿病の患者に投与しないこと
　・糖尿病の既往の有無を充分確認すること
　・糖尿病患者以外にも低血糖、高血糖が報告されているので充分説明すること
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ガチフロ国内の中期的状況：②ピーク売上見込みガチフロ国内の中期的状況：②ピーク売上見込みガチフロ国内の中期的状況：②ピーク売上見込み

●経口抗菌剤市場（成人用）でのシェア
　２０％を目指す

●売上高指標：約４００億円
＊杏林、大日本両社合計売上

１．市場の影響度と目標値
　１）従来の対象市場と当初の目標

●１６００億円の市場の中で特に下気道感染症
　（３３０～３５０億円）、難治性感染症（１３０～
　１５０億円）ではシェア２０％以上を目指す

●売上高指標：約１００～１５０億円
＊杏林、大日本両社合計売上

２１００～２２００億円
●経口抗菌剤のうち成人に対して使用
　される市場を全て対象としていた

１６００億円
●糖尿病患者をすべて除く　

●高齢者：用量調節による減少　
　・６５歳以上の患者において糖代謝異常の
　　副作用発生頻度が高いことから高齢者では
　　低用量（２００ｍｇ/日）での処方を想定した

　２）新しい対象市場と修正後の目標　

国内でのキョーリン売上高（キョーリン売上＋大日本向け売上）への影響
　ＭＩＣ－０５計画としてガチフロ錠として当初目標から約２００億円の未達を見込む

国内外を含めたキョーリン売上高への影響
　ＭＩＣ－０５計画の当初目標１０００億円に対してガチフロの影響で約２５０億円程度の下方修正を見込む

２．キョーリンＭＩＣ－０５計画（２００５年度）への影響度

１０
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ＭＩＣ－’０５計画の展望について　ＭＩＣ－’０５計画の展望について　　

中期経営計画「キョーリンＭＩＣ-’０５計画」につきましては、

ガチフロキサシンの市場動向などを精査した上で、修正計画を
開示させていただく予定です

１１



主要製品の実績と見込み：①ガチフロ錠主要製品の実績と見込み：①ガチフロ錠主要製品の実績と見込み：①ガチフロ錠

2004年3月期の見込み

１．2003年度上期の対応

　　・副作用再発防止に向け安全性情報提供の徹底

　　・採用先への説明による納入軒数の確保

　　・HP層の採用継続促進

２．2003年度下期の対応

　　・ガチフロの有効性/安全性の高い領域の明確化

　　・下気道・難治性感染症でのシェア確保

　　・副作用発生メカニズム解明の推進

４～９月は感染症の

減少する時期でもあり

月商１～２億　を見込む

１０～３月はRTIの増加シーズンであり、

適正使用情報の徹底により再構築する

月商３～４億　を見込む

2003年3月期実績

　47億円（19億円）

2004年３月期見込み

　30億円（9億円）　　　＊（　　）内は中間期

ガチフロ錠200３年３月期売上実績と２００４年３月期売上見込み
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0

1 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

8 0 0

０ ２ 年 ３ 月 期 ０ ３ 年 ３ 月 期 ０ ４ 年 ３ 月 期 ０ ６ 年 ３ 月 期 １ １ 年 ３ 月 期

１．２００３年３月期売上実績と２００４年３月期売上見込み
０３年３月期　実績　　　　　０４年３月期　見込み

６４億円（２５億円）　　　　　　９４億円（４３億円）　　　　　＊（　　）内は中間期

２．２００４年３月期プロモーション
１）行動・施策シフトによる症例の早期獲得
　・０３年３月末での実力７５,０００症例を０４年３月末９０,０００症例へ
　（０２年９月末の実力は５０,０００症例で、長期処方許可により大きく拡大）
　・特に上期の行動集中（訪問/コール数拡大／卸店政策）

２）層別政策
　・ＨＰ層：既納入先専門医の処方拡大　１６００軒－約５０００症例拡大
　・ＧＰ層：新規納入と症例拡大　①新規納入１８００軒確保　②１４０００軒－約７０００症例拡大

４００億円 ５００億円
６００億円

６００億円

６５０億円
～

７００億円

７５０億円
～

その他
抗ア剤

キプレス８％

３１億円

キプレス１３％

６４億円
キプレス２５％

ＭＩＣ－’０５計画

●喘息患者の増加　年間３％（新患獲得）

●抗ア剤からのＬＴ拮抗剤へのシフト

(億円)

主要製品の実績と見込み：②キプレス主要製品の実績と見込み：②キプレス主要製品の実績と見込み：②キプレス

１３

キプレス１６％

９４億円

出典：杏林製薬
市場：薬価換算
売上：販売額

上市
０１年８月



ムコダイン2003年3月期売上実績と2004年3月期売上見込み

2003年3月期実績

171億円（74億円）

2004年３月期見込み

185億円（81億円）　　　＊（　　）内は中間期

当期計画の背景

１．０４年３月期方針

　　－剤形追加によるシェア拡大

　　－コール数アップによる新規処方医師・新規採用先の拡大

　　

２．ムコダインドライシロップ

　　－小児適応拡大による小児領域でのシェアアップ

　　－処方メリットを訴求（服用しやすさ、長期処方など）し、Ｋ－１０、細粒剤からの

　　　切替による売上増

３．製品ラインナップの充実

　　－キプレス、バイナス、ムコダインのシナジー効果

主要製品の実績と見込み：③ムコダイン主要製品の実績と見込み：③ムコダイン主要製品の実績と見込み：③ムコダイン
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主要開発製品の状況：①マクサルトの概要

Ⅰ．作用機序　　第２世代トリプタン系片頭痛治療薬（類剤：イミグラン、ゾーミッグ等）
　　　　　　　　　　選択的な５ＨＴ1B/1D 受容体作動型片頭痛治療剤

Ⅱ．開発ステージと上市見込み
　　　２００１年１１月：製造承認申請　　２００３年５月：医薬品第一部会通過　
　　　２００４年３月期：承認予定（今期の売上見込みには織り込んでいない）

Ⅲ．剤形と製品プロファイル
　　錠剤（１０ｍｇ）RPD（口腔内速崩製剤；１０ｍｇ）
　　●片頭痛発現後の投与において速やかに効果が発現する。
　　　　・投与１時間後より効果発現、２時間後約７０％の改善率
　　　●片頭痛の再発例や複数の片頭痛発作に対して一定した有効性が認められた

Ⅳ.エーザイとの販売提携のスキーム
①当社が製品（完成品）を米国メルク社より輸入し､エーザイ(株)に供給する
②日本国内における発売元はエーザイ(株)とし、プロモーション活動を両社で行う
③両社は、売上から両社の販売経費等を控除した利益をシェアする

Ⅴ．市場性　約８０億円（２００３年３月期）　　　　　　　　　　　　　
　市場動向：片頭痛の有病率は人口比約８.４％で、約８４０万人が片頭痛発作を経験して
　　　　　　　いると推定。そのうち受診患者数は約３２万人で、市場は大きく拡大される
　　　　　　　可能性が高いと推測。
　潜在市場の開拓：４番目の新薬ではあるが、神経領域において国内にきめ細かい
　　　　　　　　　ネットワークを有しているエーザイとのコ・プロモーションにより
　　　　　　　　　潜在市場の開拓を図る　 １５



海外：英国においてＰｈⅠ開始（４月)ＰＰＡＲαの選択的ａｇｏｎｉｓｔ。ＬＤＬコレステ
ロールおよび中性脂肪を低下させ、ＨＤＬ
コレステロールを高めることにより、トータ
ル的な脂質プロファイルの改善が期待で
きる。

自社高脂血症治療剤＊ＫＲＰ－１０１ＰｈⅠ

マルホと共同開発
日本初のネイルラッカー製剤。自社爪白癬治療剤

ぺキロン

ネイルラッカー
ＰｈⅡ

○ 剤形追加
○ 用法・用量の変更
・万有製薬と共同開発

小児（１歳～５歳）用の新規製剤メルク社気管支喘息
治療剤

モンテルカストＰｈⅡ

強力な５-HＴ１B/1D作動薬｡片頭痛発現後
の投与において速やかに効果を発現する。
再発例に対しても改善効果を示す

日清キョーリン製薬が単独で申請
・日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

・日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

選択性の高いβ３受容体作動薬｡高血糖
及び耐糖能、高インスリン血症を改善する
と共に血漿中TG、FFAを低下させる。

日清製粉
糖尿病治療剤
抗肥満剤

Ｎ－５９８４
（錠）

ＰｈⅠ

剤形追加自社合成抗菌剤ガチフロ注ＰｈⅠ

海外：米国メルク社に導出（99年9月）
＊ ０２年末ＰｈⅢ
国内： 万有製薬と共同開発

インスリン抵抗性改善作用と糖尿病に伴う
脂質代謝異常にも効果。

自社糖尿病治療剤
ＫＲＰ－２９７
（錠）

ＰｈⅡ

海外：英国においてＰｈⅠ終了（ＣＲＯ活用）
国内： 小野薬品工業と共同開発･販売
＊ＰｈⅡ終了

抗コリン作用が強く、口渇等の副作用軽減
が期待される。

自社
尿失禁治療剤

ＫＲＰ－１９７
（錠）

ＰｈⅡ

日本国内における開発は万有製薬が実施
し、杏林製薬が承認申請

独占的販売権を杏林製薬が取得

＊エーザイとコ・プロモーション

メルク社片頭痛治療剤
マクサルト錠
マクサルトＲＰＤ

申　請
(０１年11月)

５－ＨＴ3と５－ＨＴ4拮抗作用を併せ持つ。日清製粉制吐剤
Ｎ－３３８９
（錠）

申　請

(０２年２月)

備　考特　徴起　源薬　効製品名・開発コード開発段階

開発品一覧①　（２００３年３月３１日現在）

１６



その他の開発品（一部変更承認）

○処方変更　○小児適用
＊２００３年３月発売

半溶解型製剤で服用しやすく、また小児
にも好まれるピーチ味の製剤自社開発

気道粘液調整
粘膜正常化剤ムコダインＤＳ＊承認

（０３年１月）

備　考特　徴起　源薬　効製品名・開発コード開発段階

導出品の状況

自社合成抗菌剤ＰｈⅡ／Ⅲグリュネンタール社
ガチフロキサシン
注射剤

導
　
出
　
製
　
品

合成抗菌剤

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

研究開発及び販売権を供与自社糖尿病治療剤
　＊ＰｈⅢ

（米国）
メルク社ＫＲＰ－２９７

日本における開発、製剤及び販売権を供与＊申請中千寿製薬

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

開発、製剤及び販売権を供与

＊２００３年４月発売自社

＊承認

（２００３年３月）
アラガン社

ガチフロキサシン

点眼液

備　　考起　源薬　効開発段階導出先製品名・開発コード

開発品一覧②　（２００３年３月３１日現在）

１７



１．ビストナー事業ファンドの状況
　　・設 立　 　 ２０００年９月
　　・出資額　　 ５０億円（既出資額　３０億円　既投資額 １４億円）
　　・対象領域　 「医薬品関連」「医療関連」「介護関連」「健康関連」

・殺菌消毒剤（食肉用等）
・ウイルス性肝炎、関節リウマチ等の治療薬開発　　
・機能性ペプチドを用いた創薬、健康食品・スキンケア製品の開発／製造／販売

３

・化粧品／健康食品通信販売　　

・汚水処理用各種担体の事業化

・証券会社（中国の漢方、健食等の情報強化）

・農業用資材／農産物流通事業

・食品素材開発

・スキンケア用品開発／販売（２社）

７

・有機汚泥処理システム（介護用トイレなど）の事業化

・介護施設の運営・コンサルタント　

・介護ヘルパー用等ＡＳＰソフト開発／販売
３

・Ｃ型肝炎の温熱治療装置･治療法の研究開発
・非浸襲的医療関連計測機器の開発
・レーザーによる近視治療の事業化　

・医学文献／医療情報等のネットワーク配信サービス　　　　　
４

投資先の事業内容投資件数

＜健康領域＞
食品
化粧品など

＜介護領域＞
施設経営　　在宅介護
関連製品など

＜医療領域＞
代替医療　再生医療
ＩＴなど

＜医薬品領域＞
ゲノム創薬など

領　　域

投資案件　　

新規事業の拡充　－新しい事業開発の現状－

合計１７件投資
１８



２００３年３月期　決算概要

財務諸表の概況



前年増減額前同比売上比実績売上比実績

４，１１７

▲２，０５０

６，３９７

８，４６４

２９

３，７７５

１２，２１０

７２４

４７１

１１，９５７

３１，１０１

（６，０３１）

４３，０５９

１９，３３６

６２，３９５

０２年３月期

6.6%

▲ 3.3%

10.3%

13.6%

0.0%

6.0%

19.6%

1.2%

0.8%

19.2%

49.8%

(9.7%)

69.0%

31.0%

100.0%

２０0.1%6.0%４，１２０当期純利益

▲５８９28.7%▲ 3.8%▲２，６３９法人税等調整額

２１０3.3%9.6%６，６０７　法人税・住民税

　　　　　および住民税

▲３７５▲ 4.4%11.8%８，０８８税引き前当期利益

１１

９８２

37.9%

26.0%

0.1%

6.9%

４１

４，７５７

　特別利益

　特別損失

５９５4.9%18.6%１２，８０５経常利益　

９８

▲８６

13.5%

▲18.3%

1.2%

0.6%

８２２

３８４

　営業外収益

　営業外費用

４０９3.4%18.0%１２，３６７営業利益

３，９４４

（９７８）

12.7%

(16.2%)

51.1%

10.2%

３５，０４５

（７，００９）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

４，３５４10.1%69.1%４７，４１３売上総利益

１，８６９9.7%30.9%２１，２０５　売上原価

６，２２３10.0%100.0%６８，６１８売上高

０３年３月期

損益計算書の概要

＜連結＞ （単位：百万円）

＜当期のポイント＞

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社５社：（株)杏文堂　（株）ビストナー　．
　　　　　　　　ビストナー壱号投資事業有限責任組合
　　　　　　　　 Kyorin USA、Inc　Kyorin Europe GmbH
持分法適応会社２社：日清キョーリン製薬（株）
　　　　　　　　　　　　　　　日本理化学薬品（株)

■売上高　　　　　　　　０２／３　　０３／３（単位：億円）
＜医療用医薬品＞　　　　　５７７　　　６３６　（＋５９）
　うち　国内　　　　　　　４５６ 　　５４６　（＋９０）
　　　　海外　　　　　　　１２１　　　　９０　（▲３１）

　製品別売上　　　　　　０２／３　　０３／３（単位：億円）

　　ムコダイン　　　　　　１７５　　　１７１
　　バクシダール　　　　　　３６　　　　２６
　　ケタス　　　　　　　　　７５　　　　７０
　　アプレース　　　　　　　４３　　　　３４
　　ロカルトロール　　　　　３８　　　　３０
　　ペンタサ　　　　　　　　４５　　　　５３
　　キプレス　　　　　　　　３１　　　　６４
　　ガチフロ（自社販売)　　　―　　　　 ４７
　　ガチフロキサシン(輸出） ９８　　　 ５１
　　
＜医薬品事業のその他＞　　　３３　　　　３６　（＋　２）
　うち　ミルトン　　　　　　２９　　　　３０

＜その他事業＞　　　　　　　１２　　　　１３　（＋　１）
　　

１９



損益計算書の概要：単体－①
＜単体＞ （単位：百万円）

＜当期のポイント＞

前年増減額前同比売上比実績売上比実績

２３４6.9%5.4%３，６１２5.5%３,３７８その他

▲３，１０３▲ 25.6%13.4%９，０２４19.8%１２,１２７海外医療用

９，０３１19.8%8１.2%５４，６５６74.6%４５,６２６国内医療用

６，１６２10.1%100.0%６７，２９３100.0%６１,１３１売上高

０３年３月期０２年３月期

　　
　　売　上　高 ６７,２９３百万円　（＋６１億円）
　●国内医療用　５４,６５６百万円　（＋９０億円）

　＝プラス要因＝
　　　　　　　　　　　　　前期実績　　当期実績
　[新薬]　
　　　　・ガチフロ上市　　　０　　→　　４７（＋４７）
　　　　　　＊杏林売上のみ　
　　　　・キプレス続伸　　３１　　→　　６４（＋３３）
　　　　・その他　　　　　３２　　→　　６５（＋３３）
　[その他のプラス要因]
　　　　・大日本製薬向けガチフロ売上及び契約一時金収入
　　　　・エーザイとの契約一時金収入など
　＝マイナス要因＝

　＊薬価改定に伴う仕切価の低下（薬価改定率８.２％）
　主要既存品計　　　　　３９３　　→　３７０（▲１７）
　　　　・アプレース　　　４３　　→　　３４（▲　９）
　　　　・ロカルトロール　３８　　→　　３０（▲　８）

　●海外医療用　　９,０２４百万円　（▲３１億円）
　＝マイナス要因＝
　　　　・ガチフロ　　　　９８　　→　　５１（▲４７）
　　　　　＊ＢＭＳ社の過剰在庫により輸出大幅減
　＝プラス要因＝
　　　　・メルク、アラガンからの契約一時金収入

　●その他　　　　３,６１２百万円　（＋２億円）
　　　　・ミルトン 　　 　２９　　 → 　３０（＋　１）

２０



損益計算書の概要：単体－②
＜単体＞ （単位：百万円）

＜当期のポイント＞

前年増減額前同比売上比実績売上比実績

▲１５２▲ 4.0%5.3%３，６３３6.2%３，７８５当期純利益

▲４７３23.3% ▲ 3.7%▲２，５０６▲ 3.3%▲２，０３３法人税等調整額

２１４3.4%9.7%６，５３２10.3%６，３１８　法人税・住民税

　　　　　および事業税

▲４１３▲ 5.1%11.3%７，６５８13.2%８，０７１税引き前当期利益

１１

８４７

37.9%

22.4%

0.1%

6.9%

４０

４，６２２

0.0%

6.1%

２９

３，７７５

　特別利益

　特別損失

４２５3.6%18.1%１２，２４１19.3%１１，８１６経常利益　

１０

８５

1.7%

13.7%

0.9%

1.1%

５８２

７０６

0.9%

1.0%

５７２

６２１

　営業外収益

　営業外費用

４９９4.2%18.3%１２，３６４19.4%１１，８６５営業利益

３，８０９

（９７８）

12.3%

（16.2%）

51.6%

10.4%

３４，６９８

（７，００９）

50.5%

(9.9%)

３０，８８９

（６，０３１）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

４，３０８10.1%69.9%４７，０６３69.9%４２，７５５売上総利益

１，８５３10.1%30.1%２０，２２９30.1%１８，３７６売上原価

０３年３月期０２年３月期

■ 売上原価 　　　　　　　　２０，２２９百万円　（＋１８億円）

　●売上原価率　３０．１％　→３０．１％　（±０）

　　【原価率上昇要因】

　　薬価改定に伴う仕切価の低下（薬価改定率８．２％）

　【原価率低下要因】

　　ガチフロキサシン効果

■ 販管費　　　　　　　　　３４，６９８百万円（＋３８億円）

　●販管費率　５０．５％　→５１．６％（＋１．１ポイント）

　【販管費増加要因】

　　ガチフロ上市による市販直後調査の実施および販売費の増加

　　希望退職に伴う退職加算の発生、人件費自然増

　　研究開発費の増加　　　　　　７，００９百万円（＋１０億）

　　＊新薬開発及び創薬研究強化に伴う研究開発費の増加

■ 営業利益　　　　　　　１２，３６４百万円　（＋５億）
　●営業利益率　１９．４％　→　１８．３％（▲１．１ポイント）
　　

■　経常利益　　　　　　１２，２４１百万円　（＋４億円）

　●経常利益率　１９．３％ → １８．１％　（▲１．２ポイント）

　【営業外収益】　１０百万円増

　【営業外費用】　８５百万円増

■　当期利益 　　　　　３，６３３百万円　（▲１億円）
【特別利益】　１１百万円増　
【特別損失】　８４７百万円増
　　・投資有価証券評価損等（約１３億円）
　　・退職給付債務の償却（約３１億円）※３年償却最終年

２１



前年増減額構成比実　績構成比実　績

５，４８８100.0%１３９，９６１100.0%１３４，４７２総資産合計

２，９６２75.2%１０５，３１８76.1%１０２，３５６資本合計

3.1%

0.7%
71.9%
0.0%
0.0%
▲ 0.5%

４，３１７

９４９
１００，６４３

６９
７

▲ ６６８

3.2%
0.7%
72.8%

▲ 0.3%
0.0%
▲ 0.3%

４，３１７
９４９

９７，８６５

▲ ３４２
１０

▲ ４４３

　資本金
　資本準備金
　連結剰余金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金
　為替換算調整勘定
　自己株式

２，５２７24.8%３４，６４３23.9%３２，１１６負債合計

４，２９５13.5%１８，８６３10.9１４，５８５固定負債

５，００３
１０，７７６

７，２０３
１０，３２７

　支払手形及び買掛金
　その他流動負債

▲ １，７５０11.3%１５，７８０13.0%１７，５３０流動負債

１５，０５８
５，２９３
１８，５１４

１３，８９４
６，５９６
１９，２８４

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

▲ ９０８27.8%３８，８６６29.6%３９，７７４固定資産

５７，６０７
２３，５２２
３，５２３
１０，８０９
５，６３１

５３，２３８
２２，４４４
３，８７０
１０，５１０
４，６３４

　現金および預金
　受取手形及び売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

６，３９７72.2%１０１，０９５70.4%９４，６９７流動資産

０３年３月期０２年３月期＜連結＞

貸借対照表の概要
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

■流動資産　（６,３９７百万円増）

　・現金及び預金の増加　（４,３６８百万円増）

　・受取手形、売掛金の増加　（１,０７８百万円増）

　・棚卸資産の増加　（２９９百万円増）

　・その他（９９７百万円増）

■固定資産　（９０８百万円減）

　・有形固定資産の増加　（１,１６３百万円増）

　・無形固定資産の減少　　（１,３０２百万円減）

　　＊ミルトンの減価償却など

　・投資その他　（７６９百万円減）

■流動負債　　（１，７５０百万円減）　

　・支払手形、買掛金の減少　（２,０２０百万円減）

　・その他　（４４９百万円増）

■固定負債　　（４,２９５百万円増）

２２



貸借対照表の概要
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞前年増減額構成比実　績構成比実　績

５，０５７100.0%１３８，４８４100.0%１３３，４２７総資産合計

２，４８８75.2%１０４，１９１76.2%１０１，７０３資本合計

3.1%

0.7%
71.9%
0.0%
▲ 0.5%

４，３１７

９４９
９９，５４７

４２
▲ ６６４

3.2%
0.7%
0.7%
72.2%

▲ 0.3%
▲ 0.3%

４，３１７
９４９
９０５

９６，３４７

▲ ３７３
▲ ４４３

　資本金
　資本準備金
　利益準備金
　その他の剰余金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金

　自己株式

２，５６９24.8%３４，２９３23.8%３１，７２３負債合計

４，２７３13.6%１８，７７２10.9%１４，４９９固定負債

１，０７７
３，３５４
１１，０８８

１，１５６
５，５３３
１０，５３３

　支払手形
　買掛金
　その他流動負債

▲ １，７０３11.2%１５，５２０12.9%１７，２２３流動負債

１５，０１２
５，２８９
１９，１５８

１３，８５８
６，５９６
２０，３５４

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

▲ １，３４８28.5%３９，４６０30.6%４０，８０９固定資産

５５，９８６
５２３

２２，６９４
３，４１２
１０，７８２
５，６２４

５１，６８１
６０４

２１，４８０
３，７５９
１０，４９７
４，５９３

　現金および預金
　受取手形
　売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

６，４０６71.5%９９，０２３69.4%９２，６１７流動資産

０３年３月期０２年３月期＜単体＞

■流動資産　（６，４０６百万円増）
　・現金及び預金の増加　（４,３０４百万円増）
　・受取手形、売掛金の増加　（１,１３２百万円増）

　・その他流動資産の増加　（１,０３１百万円増）

■固定資産　（１,３４８百万円減）

　・有形固定資産の増加　（１,１５４百万円増）

　・無形固定資産の減少　　（１,３０６百万円減）

　　＊ミルトンの減価償却など

　・投資その他　（１,１９６百万円減）

■流動負債　　（１,７０３百万円減）　

　・支払手形、買掛金の減少　（２,２５７百万円減）

　・その他流動負債　（５５４百万円増）

■固定負債　　（４,２７３百万円増）

２３



自社品比率

海外売上比率

ノルフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

海外売上合計

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤）

アプレース
（抗潰瘍剤）

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

バクシダ―ル
（合成抗菌剤）

ムコダイン
（去痰剤）

ガチフロ（自社販売）
（合成抗菌剤）

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

１０▲２０.３%１５１８２３２５３８

３１２.３%３０２９２９３０１６

９４１０５.４%６４３１―――

３０―４７――――

前 同 比実　績

６５▲４８.０%５１９８５５２７―

83.4%―86.6%84.0%82.4%83.1%79.6%

11.6%―１３.４%20.1%15.8%13.4%10.5%

７８▲２５.６%９０１２１８６６９４８

＊

６６１６.６%５３４５４０３３２６

２７▲１９.６%３０３８３８３８３３

３０▲１９.９%３４４３４５４８４４

７１▲６.７%７０７５７５７１６５

１０▲３２.0%１２１７２１２６２８

１８５▲２.２%１７１１７５１６１１５５１４３

０４年３月期

（見込み）

０３年３月期０２年３月期０１年３月期００年３月期９９年３月期

（単位：億円）主要製品売上の状況

国
　
内
　
売
　
上

海
外
売
上

２４



前同比実　績

２，９３２

３，３９９

５，５７８

９９年３月期

２，９０３

１，３０３

５，７６４

００年３月期

２，７３０

２，４６５

６，１９１

０１年３月期

３，２０７

２，５０７

６，０３１

０２年３月期

３，７００

７，７００

８，７００

０４年３月期

（見込み）

13.1%３，６２６減価償却費

31.7%３，３０１設備投資（計上ベース）

16.2%７，００９研究開発費

０３年３月期

研究開発・設備投資･減価償却の状況

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

（実績）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０３年３月期実績　　　０４年３月期計画

キロラボ設備化等研究用設備　　　　　　　　　　　　　　　　１０億円

新製品製造設備･製造機械設備（各工場）　　 　　　１６億円

支店社屋新築（仙台）など支店社屋関係　　　　　　 ４億円　

（計画）

新製品製造設備・製造機械設備（各工場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７億円　

支店社屋・社宅新築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５億円　

管理・販売設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １６億円　　　　
　　　

（単位：百万円）

２５



　０２年３月期の１株あたりの当期利益は年間期中平均株式数（６７，９９６，６５０株）にて算出しております。　

１，７１９人１，７３１人１，６９６人１，７１３人１，８５７人人員

２，９３２

３，３９９

８２．６％

２．５％

１，６０７.９７円

９２，５４７

１１２，００７

３，６２３

４０．４１円

２，３２５

（5.0%)

６，６８７

(14.2%)

６，３６６

(13.5%)

５，５７８

(11.9%)

２６，７４８

（57.0%)

１３，８１７

（29.4%)

４６，９３２

（４，８０４）

９９年３月期

２，９０３

１，３０３

８３．２％

４．５％

１，７００.２０円

９７，８６８

１１７，６０６

３，６２３

７４．８９円

４，３１０

（8.2%)

８，７９５

（16.7%)

８，６４６

(16.4%)

５，７６４

(10.9%)

２７，３８７

(51.9%)

１６，７４２

(31.7%)

５２，７７６

（６，９００）

００年３月期

２，７３５

２，４６５

７９．５％

３．０％

１，７３２.９８円

９９，７５０

１２５，４７６

３，６２３

５１．２７円

２，９５１

（5.3%）

９，７８６

（17.5%）

９，０４９

（16.2%）

６，１９１

（11.1%）

２８，８０８

（51.6%）

１７，９７４

（32.2%）

５５，８３２

（８，６４６）

０１年３月期

３，２１３

２，５０７

７６．１％

４．１％

１，１８７．３０円

１０２，３５６

１３４，４７２

４，３１７

６０．５５円

４，１１７

（6.6%)

１２，２１０

（19.6%)

１１，９５７

(19.2%)

６，０３１

(9.7%）

３１，１０１

(49.8%)

１９，３３６

(31.0%)

６２，３９５

（１２，１２７）

０２年３月期

７，７００３，３０１設備投資

３，７００３，６３７減価償却費

７５．２％株主資本比率 ％

４．０％株主資本利益率 ％

１，２２２．６１円一株当たり株主資本（円）

１０５，３１８株主資本

１３９，９６１総資産

４，３１７４，３１７資本金

７２．５９円４７．２１円一株当たり当期利益（円）

６，３００

（9.2%）

４，１２０

（6.0%)

当期利益

（当期利益率）％

１１，３００

（16.5%）

１２，８０５

（18.6%)

経常利益

（経常利益率）％

１１，０００

（16.0%）

１２，３６７

(18.0%)

営業利益

（営業利益率）％

８，７００

（12.7%）

７，００９

(10.2%)

研究開発費

（研究開発費率）％

―３５，０４５

(51.1%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

―２１，２０５

(30.9%)

売上原価

（売上原価率）％

６８，６００

（７，８００）

６８，６１８

（９，０２４）

売上高

（輸出高）

０４年３月期

（見込み）
０３年３月期

主な業績項目の推移：連結
＜通　　期 ＞ （単位：百万円）

２６



２，９３２

３，３９９

１，８２３人

８２．８％

２．５％

１，６０７.５７円

９２，５３８

１１１，６９７

３，６２３

４０．５８円

２，３３６

（5.1%)

６，５９４

(14.3%)

６，２６６

(13.6%)

５，５７８

(12.1%)

２６，５７８

（57.9%)

１３，０７４

（28.5%)

４５，９１９

（４，８０４）

９９年３月期

２，９０３

１，３０３

１，６７７人

８３．４％

４．４％

１，６９７.９４円

９７，７４０

１１７，１５４

３，６２３

７２．８７円

４，１９４

（8.1%)

８，５９５

（16.7%)

８，４９５

(16.5%)

５，７６４

(11.2%)

２７，１９７

(52.8%)

１５，８２６

(30.7%)

５１，５１８

（６，９００）

００年３月期

２，７３０

２，４６５

１，６４８人

７９．７％

２．８％

１，７２８.１９円

９９，４８２

１２４，７９８

３，６２３

４８．６５円

２，８００

（5.1%）

９，５２４

（17.4%）

８，９８０

（16.4%）

６，１９１

（11.3%）

２８，５８９

（52.3%）

１７，１０２

（31.3%）

５４，６７１

（８，６４６）

０１年３月期

３，２０７

２，５０７

１，６７１人

７６．２％

３．８％

１，１７９.７３円

１０１，７０３

１３３，４２７

４，３１７

５５．６７円

３，７８５

（6.2%)

１１，８１６

（19.3%)

１１，８６５

(19.4%)

６，０３１

(9.9%)

３０，８８９

(50.5%)

１８，３７６

(30.1%)

６１，１３１

（１２，１２７）

０２年３月期

１，６５８人人員

３，７００３，６２６減価償却費

７，７００３，３０１設備投資

７５．２％株主資本比率 ％

３．５％株主資本利益率 ％

１，２０９．５４円一株当たり株主資本（円）

１０４，１９１株主資本

１３８，４８４総資産

４，３１７４，３１７資本金

６７．９８円４１．６３円一株当たり当期利益（円）

５，９００

（8.8%）

３，６３３

（5.3%)

当期利益

（当期利益率）％

１０，９００

（16.2%）

１２，２４１

（18.1%)

経常利益

（経常利益率）％

１１，０００

（16.3%）

１２，３６４

(18.3%)

営業利益

（営業利益率）％

８，７００

（12.9%）

７，００９

(10.4%)

研究開発費

（研究開発費率）％

―３４，６９８

(51.6%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

―２０，２２９

(30.1%)

売上原価

（売上原価率）％

６７，３００

（７，８００）

６７，２９３

（９，０２４）

売上高

（輸出高）

０４年３月期

（見込み）
０３年３月期

主な業績項目の推移：単体
＜通　　期 ＞ （単位：百万円）

　０２年３月期の１株あたりの当期利益は年間期中平均株式数（６７，９９６，６５０株）にて算出しております。　
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